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で
あ
る
こ 

，と
.
.従
つ
て
g

の
鐘
設
事
情
の
'

#

に̂
-は
，
ザ
-ク
セ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
獅
子
王
の
政
治
的
政
的
®

鐵
が
濟
め
，ら
れ
て
；

Q

た
こ
と
は 

-明
向
で
あ
る
o 

,そ
の
他
方
同
市
の
新
建
設
^

協
力
.し
た
獨
逸
質
离
商
入
に
と
つ
.て
は
、
f

そ
^

ッ
：ク
氆
設
は
取
‘に

貨

物

集

散

^

^

、至

出 

:

帆
港
^

i

を
意
味
ず
る
德
け
で
ば
、な
か
つ
た
.。
彼
等
f

'の
地
.か
ら
自
船
を
*

つ
て
_バ
：ル
ド
海
£
.乘
り
出
じ
•
tt
來
め
ス
•力
ン
ヂ
チ 

.ヴ
ィ
ヤ
乃
至
ス
ラ
ヴ
め
海
運
ぞ
康
迪
し
て
、
や
が
て
は
♦ハ-
:ル
ト
海
航
運
釭
制
握
す
る
爲
め
の
，據
點
と
显
た
、の
'で
あ
づ
.た
-0
そ

れ

は
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.な

か
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t

れ
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造
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^
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に
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ト
ラ
ン
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出
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し
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し
て
-̂
^

^

1

1

:

^
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ォ
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ビ
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て
.バ
ル
ト
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お
け
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束
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兩
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商

菌

た
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l
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づ
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。
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設
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^
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警
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菜
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.
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し
衾
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へ
し
^
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纥
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#
獨
逸
_

.
ぬ
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ヴ
ぼ
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ビ
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ラ
•
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^
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^
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。
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滞
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へ̂
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域
に
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自
他
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^
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太

勢
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f
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つ
た
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こ
の
ゴ
ナ
ゲ
ラ
ン‘ド
に
お
け
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辘
逸
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の
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に
ょ
づ
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ブ
ラ
ン
ド
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獨
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司
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.
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^
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；
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化
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ま
.る
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中
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皮
•
蠟
*
蜜

•
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孰
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も
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場
に
お
い
て
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だ
需
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れ
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あ

り

、
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れ
等
商
品
の
仲
繼
貿
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を
齅
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す
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つ
て
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逸
商
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に

は
多
大
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れ

善
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從

つ
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ル
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得
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つ
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。
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又
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榮
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又
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反
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又
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濟
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又
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从
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摘
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濟
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滯
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，ベ
ッ
ク
を
含
む)

に
及
ぶ
が
、
然
し
彼
等
は
そ
れ
等
の
故
地
か
ら
直
接
に
バ
ル
ト
海
地
域
，に
.お
け
る
新
住
埤
に
移
つ
た
の
で
は
.な
い
。

:r

ル
；ト
ム
.
ン
ド
、
ゾ
ォ
ス
.

ト
、
ミ
«-
.

ン
ス
タ
>

、
、ケ
ル
ン
等
々
か
ら
東
方
に
.

府
ふ
途
上
ft

：
お
.

い
て
、

i

 

•ベ
ッ
ク
に
足
を
留
め
：る
を
常
：
 

パ
と
，じ
.

た
°.
'

そ
れ
も
リ
ユ
ベ
-

ッ
ク
を
通
過
地
と
す
る
と
い
ふ
ょ
り
は
、
彼
等
は
寧
ろ
同
市
に
.

，足
琦
し
そ
の
後
そ
の
弟
や
息
子
等
を
1£
に
東 

方
に
送
る
と
い
ふ
方
途
が
.
採
ら
れ
た
。
こ
の
後
者
が
バ
ル
ト
海
諸
都
，市
の
建
設
者
の
一
半
で
あ
れ
又
住
民
の
一
部
で
あ
る
。
彼
等
は
リ 

ベ
ジ
.
ダ
に
'

党
箫
せ
る
間
に
、
そ
の
故
鄕
の
地
名
に
由
來
す
る
姓
を
帶
び
る
や
ぅ
‘

に
な
つ
て
ゐ
た
。
從
つ
て
バ
ル
ト
海
諸
都
市
の
住
民 

が
獨
逸
本
土
が
地
名
或
は
そ
の
轉
化
し
た
も
の
を
姓
と
し
て
ゐ
た
こ
と
は
，
そ
れ
は
獨
逸
本
土
の
當
該
地
か
ら
直
禮
バ
ル
ト
海
抓
市
に 

移
住
せ
る
^

と
を
證
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
リ
，>

べ
ッ
ク
市
民

.
が
血
緣
客
を
遠
隔
の
目
的
地
に
派
し
た
の
は
、
鑛
寸
に
.し
て
.始
め 

•
V
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そ
の
爾
を
託
す
に
足
る
と
見
た
.か
ら
に
外
な
‘ら
な
い
。
叉
商
人
良
ら
商
n
rl
n

を
携
行
し
且
.つ
文
書
の
使
用
殆
ど
.な
か
つ
た
當
時
に
お
い 

て
.

.
If
n
.

緣
者
を
以
て
最
%

信
賴
し
得
る
者
と
：做
じ
た
か
ち
で
：あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
絕
東
ず
右
の
經
路
を
と
つ

f
 

t

へ.ッ
ク
に
集
つ 

た
.
工
ル
べ
以
西
の
淸
薪
取
分
筆
，•
血
緣
者
に
ょ
つ
'

て
補
充
さ
れ
た
。
從
つ
て
リ
ユ
ベ
ツ

ク
を
中
心
と
し
て
、..一
方
は
獨
逸
本
土
と
の
間
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設
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、

次
に
バ
ル
ト
海
諸
地
に
墟
設
さ
れ
た
都
市
自
體
に
つ
い
て
見
次
な
ら
は
、
先
'づ
リ
ユ
，べ
ッ
，ク
は
爾
餘
の
バ
ル
ト
海
獨
逸
諸
都
市
建
設 

の
齓
例
で
ぁ
誉
ぃ
は
れ
る
。
こ
れ
は
上
述
の
都
市
の
人
的
關
聯
か
f

l

し

得

る

き
I

t

ぅ
が
；
そ
の
外
に
、
i

ベ 

ッ
ク
都
市
法
の
.繼
受
に
ょ
つ
て
バ
ル
ト
海
.請
都
市
が
3

5r
:

&
c>
を
⑺

g

&
sr
と
總
稱
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
こ

と
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或
は
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,

と
れ
等
植
與
諸
都
市
の
構
築
乃
至
敷
地
圖
の
對
照
等
C
1

)

に
ょ
つ
て
も
亦
首
肯
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
を
以
て
バ
ル
ト
海 

諸
鄉
市
が
リ"

ベ
.ッ
ク
-市
民
の
創
造
.に
な
る
も
の
、
或
は
リ
ユ
ベ
ッ
ク
市
の
定
塑
が
植
拎
地
域
に
移
植
さ
I

た
も
の
'と
做
す
と
と
は
出 

來
な
い
'-
0

^

>な
れ
ば
::
!
)
-
.
べ
1

ク
そ
:0
も
の
が
、
前
記
の
建
設
者
の
人
的
連
繫
上
等
し
く
、
獨
逸
本
土
に
お
け
.る

建

設

都

市

.の

定

型 

.に
模
し
だ
も
の
.で
あ
つ
た
.
.；&
ら
で
あ
.る
0.
即
ち
バ
ル
ト
海
諸
都
市
は
、
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じ
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部
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し
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>都
市
4

;*
べ
ッ
ク
.の
構
築
は
、
レ
チ
リ
ッ
ヒ
敎
授
に
よ
れ
ば
、
ケ
ル
シ
の
f

 in
v
o
r

:sd
t

の
.そ
れ
と
親
近
關
係
に
.あ
る
も
の
で
あ

.っ
た(

1

6.例r

へ
.ば

都

帘

：

の

中

央

；
に

設

定

さ

れ
灰
市
場
廣
場
の
，
一，方

が

貿

易

商

人

；

の
居

：宅

と

港

杏

の

：
街

路
A;.

に
瘃
張
他

補
亦
^H

業
者
：
 

の
'往
居
に
續
い
.て
ゐ
る
市
場
構
築
の
.如
き
：、.そ
.の
最
も
著
1>
い
類
似
點
の
：.
_
1
:
っ
で
あ
る
。
>

れ
は
リ
ュ
ベ
ッ
ク

.市
場
もR

h
e
i
n
v
o
r
s
t
a
d
t

 

1

共
.に
評
畫
的
に
構
築
さ
れ
た
&
と
に
發
し
03
 

3 
.
叉
V

ュ
ベ
'
マ
：春
設
者
が

.

内h
e
i
n
v
p

-Hs
t
a
d
A

を
意
識
的
に
範
例
之
し
た
こ
と
に
蓝 

づ
く 
o
:
.即
ち
中
世
，を
通
じ
西
部
■

逸
.に
お
い
て
最
％
繁
榮
せ
る
ケ
ル
：
^
 

新
市
リ
ュ
ベ

ヅ

ク
に

：®
避
移
さ
れ
、
そ
. 

,

れ
.は
.：更

；に
：爾

餘

の

.バ

.ル
ト
海
都
市
構
榮
：の
範
例
と
な
_
 

た
。素
.よ
り
え
.の
移
植
の
過
程
.に
お
い
て
、そ
の
す
ベ
て
が
原
型
の 

ま
^

に
.繼
承
さ
.れ
た
の
，
で
は
な
い

.。然
し
そ
れ
_に
も
拘
ら
ず
.植
.民
都
市
は
、
獨
逸
本
土
の
建
設
都
市
を
範
例
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で 

あ
っ
た
が
爲
め
に
>
慑

れ

，た

經

濟

的

機

能

を

持

：っ

眞

の

，都

市

.と
し
.て
、書
來
の
ス
ラ
ヴ
聚
落
を
壓
倒
す
る
こ
，と
が
出
來
た
の
で
あ
っ
た
。
：
.
'

.

.

.
-
V

 

-

 

,
-
'
v
- 

-
一
 

V
.

 

\
 

:

-.
'
 

.
 

.
 

二

.

:

'

- P

ュ'
ベ
ッ
ク
，
' 從
っ
：て
.叉
-:
ル
ト
”海

諸

都

市

が

西

部

獨

逸

；
の
；
都

布

に

負

4

4
の
ぬ
.、
都
市
！！
築
形
態
の
み
で
は
な
い
。
旣
述
：の
如
く

.

I..
 

.
 

. 
,
 

- 

.
 
.
 

■
 
•
 

:•
 

*
 

-
 
-
 

-
 

.
,
.
.
.
. 

-V
 

..
 

.

,リ
ュ
：
ベ
、
ッ
ク
.が
1

1

I

X
ナ
年
皇
帝
フ
.リ
ィ
ャ
リ
.ッ
:1
,
'#
;バ
ル
ン
セ
ッ
サ
の
支
配
.に
下
屬
せ
る
際

-,
%
同
市

«
に
賦
與
さ
ー
れ
た
特
權
は
.、

:- 

'ゾ
ォ
ス

::
1
市
民
の
ネ
れ
に
倣
ふ
も
の
；で
へ
あ
;0
た
ハ
4
0ぱ
即
ち
.ゾ
.オ
ス
：ト
都
市
法
の
：.繼
承
で
れ
い
、
‘

こ
に
法
制
上
、
獨
逸
本
土
都
市
と

. 
' 

V 

.. 

. 
ノ
.
■■
. 

.

.

.

. 

‘

,の
關
聯
のi 
.っ
：が
存
す
る
:0

そ
.し
て
>/
、ォ
.
.
.
.
.

ス
：ト
が
ケ
ル
レ
"
を

烁市
と
す
る
娘
市
で
あ

つ

た

こ.と
'
か

ら
'1
.

'て
'

(

1
0

)

、
'
.
ゾ
'̂
ス
'
'>
-
>
リ
ュ'ベ
：：

、：

.

.

へ

.....

；
.

-

一

「

V 

,
 

: 

-
, 

.

..■

.
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.
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'
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:

:
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•
•
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ノ
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.
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-
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.
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.
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.

ゾ

へ

.

•

:

.

■
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•
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' 

. 

■
.
 

- 

.,.

 

, 

. 

- 

. 

'

.

:
 

. 

,

.

 

.

. 

- 

. 

. 

.

.

.

'

..
V
'.
/

,'
■'.
; 

- 

- 

. 

, 

*'
.

ノ
, 

.
 

■- 

. 

V 

■
パ

■
-

:

:

■■
V
:
.
'
.
、.

.

.

ッ
ク
か
又
は
そ
の
實
際
は
ハ
ノ
ル
：'ノ4

”

.

.

ュ
べ
タ
ク
か
の
問
題
が
生
じ
得
る
;:
°

こ
れ
に
つ
.い
て
す
ベ

て

を

I
#

に
論
ず
名
ヒ
と
は
出
來
な 

い
が

*
,

後
者
の
實
質
を
採
る
べ
き
場
合
多
い
こ
と
を
述
べ
る
に
止
め
る0

0
。

.

こ
ヒ
に
は
リ
ュ
ベ

■

ッ
ク
と
獨
逸
本
土
孤
市
、
’殊
に
ケ
ル

ン
と
の
間
に
兒
出
さ
れ
る
聯
關
で
あ
っ
て"
都
市
建
設
と
絡
ん
だ
も
の
を
擧
げ
，よ
ぅ
。
例
へ
ば
、
リ
ュ
べ
ッ
ク
新
設
が
レ

ヱ

リ

ッ

ヒ

罾

-

 

.

 

..
*:
、
•

 

■

 

.

授
の
謂
ゆ
•る
企
業
家
組
合cu

n
t
e
m
&
m

县

o
n
s
o
a
l

)

に
よ
っ
て
請
負
は
れ
て
ゐ
る
。
匕
、れ
が
商
人
ギ
ふ
ド
で
，あ
っ
た
か
否
か
。 

バ
ル
ト
海
睹
都
市
の
痤
設
事
情
 

ノ 

5 

' 

.

l
o
K 

.
a
o
K

)



» 

.

バ
.
.
'
ル
a'
梅
撒
-都

-I
!
/.の
：錄

設

.事.If
-
.

,
2

 

V 

. : 

:
 

一
O'
六

.
v
“o
u、v
- 

の
組
合
結
成
は
、
ケ
ル
•ン
の
質
易
商
人
ギ
ル
ド
に
傲
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
。
更
に
第
十
二
世
紀
中
葉R

l
l
t
a
d
t

を
銃 

餹
せ
る
1

脂
者
國
が
ケ
ル
シ
商
人
ギ
ル
ド
の
指
導
層
で
も
あ
っ
た
か
否
かo 

.こ
れ
等
の
岭
味
.も
亦
、
リM

、、

へ
ッ
ク
.建
設
と
ケ
ル
ン
とQ

 

關
係
を
知
I

懸
りQ

一
 

っ1
,
9
。

忘

究

.

忘

て

、
廣
い
S

で
は
、
建

聽

市

Q

成
立
に
商
人
t

ド
？

れ
f

の
役 

割
I

ず
る
も
の
か
を
探
り
得
る
の
み
な
ら
ず
、
直
接
.に
は
、
リ
.

t

rッ
ク
建
設
當
時
に
お
け
る
西
部
獨
逸
都
市
の
狀

態

が

、

.リへ

べ

• 

ソ
グ
建
散
に
如
何
な
る
影
響
を
與
へ
た
か
を
^

る
こ
と
が
出
來
る
。
然
し
.こ
の
問
領
に
關
聯
す
る
一
部
分
は
旣
に
本
誌
上
で
述
く
た
と 

こ
.る
で
あ
る
か
ら
、AJ.

れ
を
措
き
、
S

觸
れ
た
都
市
■

の
意M

と
都
市
制
度
とQ

關
係
に
つ
い
て
窺
ふ
こ
と
に
す
る
o
.

.

前
述
の
如
く
獨
逸
本
土
の
富
有
な
商
人=

市
：̂
を
し
て
•
先
f

ユ

ベ

ぶ

を

、
次
•い
S

 
く
バ
ル
ト
海
奥
地
の
諸
都
市
を
建
課
せ

. 

し
め
る
に
至
つ
た
原
因
は
、
こ
れ
を
廣
く
見
れ
ば
、
來
歐
商
品
を
能
ふ
限
り
有
利
に
人
手
せ
ん
と
す
る
念
願
で
あ
っ
た
し
*
狹
く
は
、

^
の
::
«
設
%
、
靡
_

1體
よ
り
：經
捕
_
利
益
を
求
^
ん
>
;す
る

に

產

^
。
都
市
領
主
が
も
.市
货

豫

定

地

命

市

場

地

：
の
^

有

權

或

は

也 

上
權
を
得
る
如
き
こ
れ
で
あ
る
。
即
ち
こq

廣
狹
孰
れ
の
見
地
よ
り
す
f

、都
市
建
設
を
促
し
た
も

の

は

、

既

述

の

n
a

l
h

e
r

 

u
n

t
l

f
g

g
s

d
n

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
震
を
以
て
す
れ
ば
、
都
市
速
設
者
が
都
苽
領
主
よ
り
賦
與
さ
れ
た
の
は
概
ね
で 

洲
上
權
で
あ
っV

、

そ
れ
が
所
有
權
で
あ
る
場
合
は
極
め
て
稀
.で
あ
っ
た
。
と
い
ふ
の
は
、
後
者
は
.多
大
の
金
額
を
以
5

な
け
れ
ば 

と
れ
を
.買
收
し
得
な
い
の
に
反
し
、
前
者
は〕

觉
の
地
代(

名ortzins )

支
拂
を
以
て
足
り
た
か

ら

で

あ
る
。

J
る
に
i

ベ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
レ
？

ノ
ヒ
敎
授
に
よ
れ
ば
、
建
設
企
業
家
は
當
初
よ
卜
市
内
の
土
地
を
所
有
し
又
地
代
免
除
の 

住

届

敷

地

，を

所

有

し

て

ゐ

た

(

7)

0
そ
し
て
こ
れ
を
新
移
往
者
に
*
與
し
て
地
代
を
收
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。
他
方
西
部
蜀
逸
都
卞y

お

^
せ

.
、̂

斯

が

る.リ
ユ
ベ
ッ
ク
の
地
代

(wortzins, 

census 

a
r
e
a
l
e
s
)

に
類
す
る
も
の
が
ゾ
ォ
ス
ト
市
に
あ
り
、更
に
ケ
ル
ン
の

. 

- 

.
へ
.
. 

. 

• 

• 

•
. 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

. 

.

.

.

. 

.

.

:

-
 

.

.

.

.

.

.

 

• 

■ 

. 

'

'

•

芨
a

& 

:
:

に
お
#

る
云
|

?

亦關聯をた

9
、
，
と

ム

ふ
.ょ
り
は
、
.ゾ
ォ
ス
ト
の
制
度
は
ケ
ル
ン
の

>

れ
杧
則
と
る
も
(0 

ぞ

つ

の

：

で

，

あ

る

：

ス

ト

、

，

或

は

リ

■
.■
=
*■ベ
.フ
ク
と
•ケ
ル
ン
1

の
：.間
に
、
_地
代
衆
得
の
.
 

權

中

：心
：と
：し

.て

.關
聯
あ
り
と
す
る
も
、.

尙
そ
の
地
代
收
得
者
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
.つ
た
ノ
即
ち
少
ユ
べ
ッ
ク
亿
お
け
る
.そ
れ 

忒
、
■岗
市
：の
黯
設
者
、〈

建
|

^
同
市
.に
'̂
^

ヤ
重
き
.を
な
し
灰
貿
易
商
人
玉
»

で
あ
<>
:表
;̂
對
し
て
9

は

都

市

領

主

，
の

.收

納

す

塗

と

，
ぢ
^
重

奪

あ

#
。〔

こ
れ
亦
獨
逸
本
土
.に
>:
け
る
_
啼
の
湖

:;
|
上
猶
民
都
市
の
.そ
れ
^
が
ぺ
全
體
と

*

.

.

.

»

V
. 

» 

• 

.

/

.

し
^
^ :
-承
繼
.ざ
れ
'食
場
.合
で

名

、
：每.れ
'は
#
ず 

れ

た

の

で̂.
い
こ
と
を
知
る

' 一
證
左
と
な
ら
ぅ
。

m

Lこ
れ 

を

以

，
て
'々:ユ
：

ベ
.：

>
ク
市
民
^

匕
ろ
.で
あ
る

.-
-

0

、
.

:
_て
リ

.チ

.べ
：
ネ

え.市
建
氣
に
：ょ
タ
て
そ
の
建
設
企
襄
家
が
收
得
し
た
利
潤
は
極
め
て
太
反
る
も
の
で
.あ
ク

た

と

い

.
は

 

ま 

A
.
Oこ
^

4同
节

が
_
逸

本

土
^
.り
.バ
ル
ト
海
に

_
り
#
す
起
«

^

た
こ
と
か
ら《

介
恩
に
稚
定
し
得
る
と
こ
ろ
セ
あ
る
。
或
^
爾 

餘
の
：バ
ル
：.

.

市
^:
て
^
ず

獲

〗

の
.相
遨

：は

あ.れ
-
都

沛

霧

設:»
業

は

廣

利

，の

對

象

で
.多
<
?た
0
然
し
な
が
ら
こ
れ
を
以
て 

建
設
者
乃
至
そ
の
後
の
隹
民
上
翳
が
、
微

--
<
£
.
_散
べ
純
私
雜
濟
的
行
爲
を
猶
に
し
衣
>*
は
.類
推
出
來
な
い
0
何

'^
.
水

ば

.：.被

.
；敗 

.

^

欲̂
求
#
た&

あ
>
ぅ
.が
^
£
:れ
：を
阻
止
；す
盔
途
が
都
市
制
度
自
權
.の
中
ヒ
存
し
た
か
ら
で
‘あ
る
。
.そ
れ
は
建
設
企
業
者
は
、
都 

(

市
#
賺
直
名
に
ま
場
銃
繂

.に
斕
興
す
^
謂

令

.公
吏
の
立
場
に
置
か
れ
た
ヒ
.と
に
载
づ
く
。：
特
に
第
十
三
世
.紹
に
入
づ
て
後
\>
.諸
都

布に
：：#

於

孓

市

會

制

度

が

採

用

さ

：れ

 

都
市
の
自
治•

運
營
が
と
.れ
に 
一

.#
さ
れ
.た
後
に
お
い
て
寒
：_
.尙

-1
1
.の
.

t
-
v

で
あ
つ
た
。
と
‘の

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

•

'

.

- 

<

-

/ 

-
ム
や
七
.

」

%

〕

.



バ
ル
ト
海
賭
都
.市
の
建
設
事
情 

. 

1
-
0八

2

0
八)

->
建
設
素
乃
.至
そ
の
後
嗣
は
多
く
市
會
讓
員
と
な
つ
た
の
'で
あ
つ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
彼
等
が
一

方
議
員
と
し
て
市
會
に
お
い
て
活
動
す 

る
と
と
を
要
請
さ
れ
る
と
共
に
、
他
方
市
^

の
監
督
者
.

•

指
揮
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
-と
を
必
要
と
し
た
。
端
的
に
い
へ
ば
、
個
人
例 

利
益
よ
り
は
都
市
，の
利
益
を
俊
位
に
置
く
べ
き
立
場
に
置
か
れ
た
の
で
.あ
つ
た
。

■ 

* 

.

:

素
よ
り
こ
れ
は
市
會
制
度
に
よ
る
自
治
の
原
則
で
あ
つ
て
、
彼
等
が
す
べ
.て
斯
か
る
態
度
杧
出
で
た
と
は
做
し
難
か
で
あ
ら
ぅ
。
乱

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
一
.
，
：
 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

- V 

■

ぐ.

'/
;
•
• 

. 

. 

•

つ
-&
の
市
會
制
度
も
バ
ル
ト

.海
諸
都
市
の
獨
創
で
は
決
し
て
な
く
、
ヒ
こ
に
も
妒
獨
选
本
土
と
の
聯
關
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
バ 

.ル
ト
海
地
域
に
お
け
る
市
會
制
度
も
、
少
く
と
も
そ
の
設
置
の
初
期
に
お
い
て
は
所
期
に
近
い
效
果
を
擧
げ
得
た
0

そ

れ

は

と

の

制

度
 

に
よ
つ
て
私
利
追
求
が
と
に
か
く
阻
也
さ
れ
た
他
方
に
お
い
て
‘

こ
の
制
度
運
用
の
衝
に
當
る
謂
ゆ
るR

a
t
s
f
a
m
i
l
i
e

が
、
旣
述
の
如 

く
絕
.ぇ
ず
淸
新
な
分
子
を
以
て
膚
給
さ
れ
て
ゐ
た
，か
ら
で

t

o

更
に
市
會
が
未
だ
法
制
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
諸
都
市
が
前
記
の
如 

き
，
質

易

商

人

的

立

場

と

公

吏

的

，立

場

と

を

！

g
ね
た
建
設
企
業
奢
に
•よ
つ
.て
、
蕻
實
上
統
率
さ
れ
て
ゐ
た
間
も
、
都
市
全
體
に
對
す
る
實 

，
任

が

先

立

つ
•た
こ
と
、
從
.
.つ
て
私
經
濟
的
利
益
の
追
求
が
政
治
に
下
屬
し
た
こ
と
は
同
様
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
人
と
制
度
と
の 

上
か
，ら
見
，て
.、
バ
|ル
ト
海
諸
都
市
の
建
設
後
、
そ
の
相
互
の
間
に
政
策
の一

致
が
あ
り
、
獨
逸
諸
都
市
が
一
體
的
關
係
を
持
續
し
得
た

事
愦
な
の
で
あ
つ
た
0
:;:
;
:へ
：
:
:
.
々
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.

.

.後
年
獨
逸
ハV

サ
と
し
て
匕
0

地
域
に
蟠
踞
し
た
都
市
同
盟
が
、
少
く
と
も
そ
の
初
期
に
お
い
て
統I

あ

る

一

掘

と

し

.て

現

は

れ

得

.
，た

极

源

は■-
'
と
れ
を
種
：̂
の
も
の
か
&
引
き
出
し
将
る
で
あ
ぢ
ぅ
が
、
そ
の
最
も
极
本
的
な
る
も
の
と
し
て
、
右
の
事
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